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ロ シ ア ・ フ ォ
ー

ク ロ ア に お け る

類 義語反復 に つ い て

伊 東 郎
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　近年 プ ロ ッ プ や レ ヴ ィ
＝ ス ト Pt　一 ス IIC よ る 民話お よび 神話 の 構造分 析に 関す

る研究が紹介 され て 以来 ，
フ ォ

ー ク ロ ア の 形態論的 ・意味論的構造に 関す る 関

心 は 高 ま りつ つ あ るが ， フ ォ
ー ク 卩 ア の 文体論的構 造に 関す る研究 は ， こ の 分

野に 比べ る とほ とん ど未開拓 の 現状で あ る 。 しか し シ ク ロ ー フ ス キ イ は 『題材

構成 の 手法 と文体の
一般的手法 との 関係』 （1919）に〕で フ ォ

ー ク ロ ア の 題材構成

の 諸手法 と文体論的なそれ とは ，
レ ヴ ェ ル の 異な る同 じ原理 の あ らわ れで あ る

こ とを 主 張 し， フ ォ
ー

ク ロ ア に お け るモ チ ー フ の 反復 と類 音語反復 ， 類義語反

復等 の 手法 との 問に 類比的な関係をみ た の で あ る 。 言い か えれ ば， フ ォ
ー ク ロ

ア の 階層的な作品構造を統一 的な 視野 の も とに 把握す る可能性が具体的に 示 唆

された の で あ るが ， 筆者 の 関心 も，
ロ シ ア 。フ ォ

ー ク ロ ア の 表現構造の 全 体を ，

文 体論的 レ ヴ ェ ル か ら題材構成 の レ ヴ ェ ル
， さ ら に 作贔行為の レ ヴ ェ ル に 至 る

諸 レ ヴ ェ ル の そ れ ぞれ の 表現構造を 明 らか に す る こ とに よ っ て 統一 的に 把 握 す

る こ とに あ り〔2〕
， 本論 もそ の 全 体の 中に 位 置づ け られ る べ きもの と して 構想 さ

れて い る 。 本論で は ロ シ ア ・
フ ォ

ー ク ロ ア に お け る文体論的手法 の うち ， 類義

語反復を と りあげ ， そ の 具休的な 諸相を 検討 し つ つ
，

こ の 手法が に な っ て い る

と思お れ る機能に つ い て 考察 した い
。

　具体的 な検討 に 移 る 前に
， まず 1類義語」 と い う術語 の 概念規定を 行 な っ て

お きた い 。 筆者は 本論で i類義語 」 とい う術語を ，
ロ シ ア 語の 《CHHOHXM 》， 英

語 の 《synonym 》に 相当す る意味に お い て 使用す るが， ロ シ ア 語お よび英語に

お け る こ の 術語 の 概念規定は 必ず し も明確で は ない i3｝
。

こ の 術語は 同義語 とも

訳 され る が ， 異 な る 音 声形 態を持 ち ， か つ 完全 に 同一 の 意味を 持つ 語 の 認定は

困難で あ り， 事実上 は 様 々 な同義性 の 程度を持つ 類義語を さす場 合が 多い 。 カ

ッ ツ は
，
二 つ の 語彙項 目が … つ の 意味素性を共有す る もの を一 義同義 （synony −

mous 　 on 　 a　 sense ）， すべ て の 意味素性を 共有す る もの を 完 全 同 義　（fully
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synonymoUS ） と規定し， 類義語 とい う術 語に よ っ て 意味 され る もの の 範囲を ，

こ の 両極に よ っ て 規定 して い る｛4）
。

こ の 規定に 従 うと ， 反義語　　即 ち一 つ の

意味素性 に お い て 対立 し ， 他 の 意味素性を 共有す る語　　 も類義語の 一 種 とな

る とい う矛盾を まね くが ，
こ れ は 逆 に 類義語 と反義語 との 違 い が 相対的な もの

で しか な い こ とを示 し て い る もの とい え る 。 さ らに こ の 事実 は ， 後述す る意味

論的 に 矛盾 した 類義語反 復の 意味解 明に
一

定 の て が か りを 与 え る もの と期待さ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　 o 　　 の　　 　 　　 　　　 ．

れ る の で あ り， そ の 意味か ら本論で は 類義語を ， カ ッ ツ に 従い ，

一 つ 以上 の 意
し　 　　　　 　　o 　　 　ロ　 　　ゆ　 　　e 　　 　り　 　 　　　 　　e

味素性を 共有す る語 と規定 し て お く。

　 さて フ ォ
・一ク ロ ア に お け る こ の 類義語反復 とい う現象 は ， 古 くか らポ チ ェ ブ

ニ ャ
ー

， ミ ク ロ ー シ チ
，

ブ ス ラ ー エ フ 等の 言語学者の 注意を ひ い て きた が（5）
，

こ

の 現象そ の もの を 対象 と し て行 なわ れ た研究 は多 い とは い えな い 。 そ の 中で 最

もま と ま っ た もの とし て は ，
A ．　rl．　EBrel｛beBa の 《Ollepl〈H　IIo　fi3blKY　pyccKoil

YcTHoil　 Hos31111 　 B　 3allHCSIx 　 XVIFXX 　 BB． （JI．， 1963）》　に お け る　〈CHI−lo−

1｛HMKtlecKMe 　co ’lcTaHMfl 　 I−I　Hx 　Po・ab 　 B　ycTHoit　no931 ・IH＞ の 章が あげ られ よ う。

こ こ で 著者は ，
ロ シ ア ・ フ ォ

ー
ク ロ ア の うち叙情歌お よび 叙事詩の ジ ャ ン ル に

つ い て こ の 現象を 検封 して い る 。 著者は ， こ の 手法 の 機能に つ い て 必ず し も明

確な結論を 下 し て い る と は 言 え ない が ， こ の 論 文 に ひ か れ た 多 くの 実例 は貴重

な もの で あ り， 筆者 もそれ に 多 くを 負 っ て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　具体的な 実例 の 検討に 移 りた い
。

P シ ア ・ フ ォ
ー

ク ロ ア に お け る類義語反復

の あ らわ れ方 は 様 々 で あ る が ， 特に 叙事詩や叙情歌で は ， 複数の 類義語が 並 列

された詩行 一 シ ン タ ッ ク ス に お い て あらわ れ ，
シ ン タ ッ ク ス の パ ラ レ リズ ム

，

即 ち い わ ゆ る対句を形成す る手段 と して 機能 し て い る こ とが 多い 。 例 を あげれ

ば 次の とお りで あ る｛6）
。

He 　cnazaa − ’
ro 　fJ，　M 刀 aAe 田 eHbKa ，　He ∂アeMtana ，

1He ∂y・lfana ，　 M ・laUlte皿 eHbKa ，　 He 　 za ∂azaa ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（llpo【ln ，　CTP ．143）

Ax ，　Ma ！n
」yμ‘κα ， 〃zo〃 no 　M ｝葦c ，　rOJIOBa 　60nttne，

qy∂a）PbtNH ，　 z〃 e〃11to 　 M 蚤le ，　 cePflegl （O κoenz ・

　　　　　　　　　　　　　　　（HporliI，　CTP ．ユ57）

5bMO 　 nUPOBaHbfi ”ouec
’
rHoH 　 nup ，

BbUlo　 c〃ZOZOBaUbff 　 nOHeCTHoii 　 c〃10z ．

　　　　　　　　　　　　　　　（EBreHbeBa ，　cTp ・254）
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H　H3 　e （リワHuagbt 　Bo 　rOPHH 旺y　κo∂a ／za ・

月 H3 　 eθe 〃znuagbt 　 BO 　 CBeT ・qHlly 　ey2flna ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（EBpeHbeBa ，
　 cTp ．279）

　　また 一 つ の 詩行 に お い て 並列的に あ らわれ る場合 も多い 。

歌 に お け る例をあげれば次 の とお りで ある 。

叙事詩お よび叙情

CnoneBlaHhl　 n
；ymu ，　co ∂o）vonve κ bKu

Ha3a 皿　BOPOTHaCA ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11pon【1，
　 CTP ・144）

KaK　 6bI　 A 　 3Ha 泥 a ，
　 MJIa八a ，6θ∂a 泥 a

HenpHHTcTBo 　江pyra　M ｝moro 　……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Hponn ，　CTP ．154）

A ．y〃zora〃za κa 　mpaBa ， 」〃 zo201feFta 　嬲 ア己zθα・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（EBreHbeBa ，　cTp ．255）

fipavca〃n　OH ，　peθe〃Z　3bl9 ｝【bIM 　ro ・nOCOM ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（EBreHbeBa ，　CTP ，274）

Ac ．aompu 〃z　 oH ， 22 π∂a〃z，　 AyMy 江yMaeT ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（EBreHbeBa ，　cTp ．274）

瓢bΣ Te6 月　躍ocTaBHM 　酵αρθ泥 B　op ノ【y，κ ρ1フα ¢ eAt 呂　JIHTBy，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H 。 Te6H 鶏 CTP ．418）

また 諺 の 場 合に は ， 並 列腹文 の 形式 の それ に しば しば み る こ とが で きる 。

He　cneucte　fi3b 【1〈OM ， ！nopomlcb 八e 」【OM ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（冫KyKOB ，　CTP ・299）

qTo 　 ropo 八，　 To κ o）oOB ，　qTo 双epeB 肌 T 。 06biuati ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝KyKOB ，　cTp ．499）

りα 0鰯 CKBacOM ，　n （）POti　 C　 BOAoti ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔＞KyKOB ，
　CTP ，487）

また 慣用 句に も しば しば み る こ とが で きる 。

CKOJIbKO 　／Z（〜〃ム 　CKOJ 正bKO 　3UM

八〇 nOPbt ・ 五〇 Bloe”teHa

HH 　K　ee2y ，　HH 　K　zopoOy

6e3 ρ0 ∂y， 6e3　nne ・wenu ．

また 民話 の 冒頭で は ， しば し ば状況語が反復 され る〔7）
。

　　Ha 　Mope ，　Ha 　orcea κe ，　Ha 　OC
’
rpoBe 　ByfiHe − ・

　　BHeKoTopoM 罵apcm θe ，　B　 HeKoTopoM 　 zocy ∂alpcmBe ……
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　　さて 以上の よ うな類義語反復 は ， しば しば合成語的 に 直接並 置され る 。 まず

動詞の 例を あげれ ば 次 の とお りで あ る 。

　　　　y ）KKaK 　 nOJ 【HO
，　MOH 　Cy ムapylHKa ，　m ．ソOftramb

−ranalCaneb ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Hponn ，
　CTP ．168）

　　　　Ha　I〈pYToM 　cJlaBHoM 　6epe 冫KKe ，

　　　　OIIa　 Kpuv αvza
−3btifana ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（rlponlI，　cTp ．297）

　　　　CTan 　BO 」bra 　jpocmemb
・・lfamepemb ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（KpaB ロOB
，
　 CTP ．153）

　　　　rlo　ca 双y，　cany ，　Ho 　3eJleHoMy ，

　　　　XO ∂una −eynfizaa 　 Monona 　 KHH ＞1〈Ha ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（KpaBUOB ，
　CTP ．149）

　　　　OH 　cMom ．pen−enfi∂en 　Ha 　BcM 　Ha 　Aa ，abHbl 　cTopoHbl ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（KpaBUoB ，　 cTp ．199）

　　　　］ffa2
−6bne　CTapm 〈　丑 a　CTapyxa ．　　　　（民言舌）

　　次に 名詞 の 例を あげる 。

　　　　iloc．ny ＞Ka 　MHe 　Bepolo ，　Aa　TbI　eepo κo−npae ∂oro．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（EBreHbeBa，　cTp ．263）

　　　　Kor且a　6bmo　Mo ・noAtly 　il（）pa
・BpeMft 　BeJIMI 〈aH ，　uec 〃lb・xsana 　Mono 双eHKaH ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（EBreHbeBa ，　CTP ．263）

　　　　He 　HaceHTb 　6y ゑeT 　uHcTa 　nonfi 　mocrcoa −Kpヅvu κoti・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（fiPOfin，　CTP ．】69）

　　　　三∋x ， Kza πe6ytuice −cy ∂apyutft
’
e，∂x ，　HeJlb3 ∬ BrocTva 　exaTb 　MonoA ロy・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Hponn ，　 CTP ・142）

　　　　06paTHcb ，　MoA 　KpyqmHa ，　mpaBo 彦一” LJ／paBoio・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Hponii，　 CTP ・167）

　　　　IIFUBt｛O ・i・t−ounagoM 　Mell ” HO 肌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Hporm ，　CTP ・124）

　　　　XBa ，JIHJI　oH ，　 noxBa ，11HBaJI

　　　　OH 　CBoe 　Ofcumbe −6btmbe．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Hponn ・CTP ．131）

　　　　rCOκ aga
−rcp α re　 HeT 　 　 　 　 　 （慣用 句）

そ の 他 しば しばみ られ る もの を列挙すれば 次 の とお りで あ る
。

　　　　2pyCMb
−mocrea ・　”tope −orcea κ ・　agapb−eocy ∂aPb ，・nacmOVKa −KacamOVIca ，　zafiz．ytaκa ・

　　　　uaarcコutrca ， ・eoreb ・nna ” ff，　nynZb −∂（）poea ・ cneCb −Z（）P∂OCMb ・　PO∂・razaeXtfl，・npaB ∂a ・

　　　　ucmaua ，　OVU −ena3 α ；pe ‘tb−noeoBopbe ・eope −k’lel？Lyvuκ a ［81
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　 以上 の 例か ら もわ か る よ うに
， 合成語的に 直接並置され る類義語は

， 名詞の 場

合が最 も多い の で あるが ， その 機能や意味を考察す る場合に 最 も困難な問題を提

出す る の もこ の 名詞に お け る類義語 の 並置 の 場合で あ る 。 何 故なら こ の タ イ プ

の類義語の 結合 は ， 形態上一 種 の 並 列合 成語 と もみ な され うるか らで あ る 。

一 般

に ロ シ ア ・フ ォ
ー ク ロ ア に お い て は 並 列合成語が 好ん で 用い られ る傾 向が あ り，

ポ チ ェ ブ ニ
ャ

ー一一　es， そ れ らの 合 成 語 の タ イ プ を 次 の 三 つ に 分 類 し て い る。 1）限

定合成語 。
こ れは 二 つ の 構成要素間に く限定　　被限定〉の 関係を 認め うる も

の で ， ポ チ ェ ブ ニ ャ
ーは こ の カ テ ゴ リーに 属す る もの とし て ∂a κa −n，Olu．au κ bl

，

pα〃ab −ca ・za
，　ca ！a −60dicrco ，　nup 　

−pa∂oo 〃zう 等の 語結合 を あげて い る 。 2）（サ ン ス

ク リ ッ ト文法に お け る） い わ ゆ る 《dvandva 》。
こ れ は ， 明 らか に 意味の 異な

る二 つ （また は それ以上 ）の 語を 並置 して 構成 され る合成語で ， そ の 異 な る類

概念 の うちに 概念の 単
一 性を 包摂す る もの で ある 。

ポ チ ＝ ブ ニ
ャ

ーは ，
こ こ に

onee4 −
．lfamb の 如 き反義語 の 結合や ，

　 x ．ee6 −co．eb の 如 き合成語を 分 類 し て い

る 。 3）類義語結合 。
こ の 概念は 本論で 取 り扱 っ て い る類義語結合の それに ほ

ぼ一 致する〔9｝
。

　 さて こ の ポ チ ェ ブ ニ
ャ

ーの 分類 に お い て は ， 類義語 の 概念規定が 明確で な い

為に
， あ る種 の 混乱がみ られ る 。 た と えば 彼は po∂−n ．ee ・vafl を 反義語 の 結合 と

して 扱い
，
dvalldvaに 属す る合成語 とみ な して い る の だ が ， 現代で は こ の 二 語

は む し ろ 類義語 とみ なすの が普通 で あろ う。 こ の 事実は ， 上 述 の よ うに 類義語

と反 義語 の 区別 が相対的な もの で しか な い こ とを再確認す る もの で あ っ で 1 
，

少な くとも検討 して きた 文体論的手 法 に お い て は ，
こ の 両者 は 同 じ機能を は た

し て い る と考 え るべ きで あろ う。 即 ち ロ シ ア ・ フ ォ
ー ク ロ ア に お け る 意味論的

反復が語 の レ ヴ ェ ル に お い て あ らわ れ る時 ， 意味論的 な連合関係 に あ る語は ， 類

義語か ら反義語に 至 る まで 広い 意味の 類義語 と し て 機能し て い る の で あ る 。 実

際 に ，意味論的に 差異 と相似 に よ っ て 相関 し て い るすべ て の 語は ， 潜 在的 に 類

義語で あ りか つ 反義語 で あ る 。 言語に は 差異 しか な い ， とい うソ シ ュ
ー ル の 認

識 に 従 えば， あ らゆ る類義語 は ， 相互 に そ の 差異性 に よ っ て の み 相関 し て い る

こ とに な り，
こ の 事実 は 上述 の カ ッ ツ に よ る類義語の 定義 と矛盾 しな い

。

　さて 卩 シ ア ・フ ォ
ー ク Pt ア に お い て 類義語反 復の 手法 に 用 い られ る語を ， 以

上 の よ うに 意味論的 な連 合関 係に あ る語 と し て規定す る と ，

一 般的に は 類義語

とは 言え ない 様 々 な 関係に よ っ て 相関 し て い る語 の 結合を も，
こ の 手法に 属す

る もの とし て 統
一 的 に 扱 うこ とが で きる〔11）

。 次に そ れ らの ， 類義語反 復に 準 じ

て 扱 うこ とが で きる と思わ れ る手法に つ い て 考察をすすめ た い 。
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　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　3

　 ロ シ ア ・フ ォ
ー一　P ロ ア に お い て

，
こ の 類義語反復の 手法 は

， 常 に 可 能で ある と

は 限 らない 。 こ の 手法は ， た とえぽ それ を動植物の 名称に つ い て 行 なお うとす

る時 に
， あ る種 の 困難 に 直面す る 。 何故 な ら動植物 の 名称 で ， 相互 に 交換可 能

な類義語を持つ もの は ，
ご く少数 （例 えば zaac〃ZOUica−1cacamOVIca

，
　zafieyaurca一

κ θ碗 y観 κα） しか ない か らで あ る 。 こ の 為 動植物の 名称 に お い て は ， 階層的

関係， すな わ ち く種
一

属〉の 関係に あ る語が ， しば しば類義語 として 用 い られ

る 。 例 を あげれ ぽ次 の とお りで あ る 。

Ha　ropy 皿 Ke 　Ico8blvZb・〃zpa θa

He 　 CTe 汀eTC 黛，
　 Bbe ’rCA ．

　　　　　　　　　　　　　　　 （HponH ，　CTP ・132）

HoxoTenocfi　 BoJIbm 皿a　 M ｝loro 　 My 皿pocTe黄 ：

毋 アκo卯 配6α oxo 蝦 Tb 　 Bo ・lbl
’
M 　 Bo 　 cHHHx 　Mopslx ，

〃〃zπ朔θ崑
一coifo20ma 　JIeTaTb 　Bonbrra　 no 八 〇 60JloKH・

　　　　　　　　　　　　　　　 （KpaBuoB，　 cTp ．153）

Ha　MaJ 正臼HOBOM 　Ha 　rlpyTbI 田 Ke ，

COIosedi−remu4a 　 neCHI ｛ noeT ．

　　　　　　　　　　　　　　　　（OccOBe口Kvath，　CTP ．496）

　同 じ理 由か ら動植物 の 名称 に お け る類義語反復は し ぼ しば ， 同 じ カ テ ゴ リー

に 属す る動植物名 に よ っ て実現 され る 。 例を あ げれば 次の とお りで あ る 。

no八 i｛avzaH κ010，
　 no 双 neaza茄ffrcoro

CnHT ，　IloKoHTc ” ！lo6pblth　Mononeq

　　　　　　　　　　　　　　　　（OccoBeHKH負，
　cTp ・496）

rlO双 2〃 聯   3e・neHO ｝O ，　nOn 　fl6・20Hagedi　CaAOBO ｝O

　　　　　　　　　　　　　　　　（OccoBegKmi，　cTp ・496）

no 八 BaLeceκ be ・lf，　 nQ 丑 ope 〃 eκbe・lt　 CTOHT 　KOHb

　　　　　　　　　　　　　　　　（OccoBeUKH負，
　cTp ．496）

n 刀bUla　 ne6e 双b　 C　zae6e∂ff〃zaM 琵

CO 　 Ma 細 MH 　 co 丿〃ZHMaMza ・

　　　　　　　　　　　　　　　　（OccoBe【工KH 苴，　cTp ・496）

A6beT 　OH 　 2ycedi ，　o
”

enblx 認 e6e ∂edi，

AzcepblM 　ManblM 　y 〃2uaM 　cnycKy 　HeT ・

　　　　　　　　　　　　　　　　（1〈paBllOB，　CTP ．150）

こ れ らの 動植物名 は ，
カ テ ゴ リーを 同 じ くす る とい っ て も， 明らか に 異 な る対

象を さす もの で あ るか ら， こ の 手法が しば しば矛盾 した表現を生 む の は 当然 の
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結果 とい え る〔12｝
。

こ の 矛盾は ，特に ayM6−∂oρoaa の 如 く並列 されて 表現され

る際に あ らわ れ る 。 例を あげれ ば一一一

3apocJla　 Mofi 　 noJlocb 田 blくa

tlHCTblM
　enb κa ！frCOAt−6epe3uuvrcont．

　　　　　　　　　　　　　　　（OccoBellKHM，　cTp ．496）

He 兄CeH 　COKOn 　Ha 　8丿0θ座一ne6e ∂edi　HallyUaeTC ” ，

レIJIbH　MypoMeu 　Ha 　paTb−cJafiy　BeJ 田 Ky 正o ・

　　　　　　　　　　　　　　　（Pbl6HHKoB ，　T・3，　cTp ．674）

　こ の タ イ プ の 矛盾が 最 も顕 著に あ らわ れ る の は ， 類義語を持た な い 固 有名詞

に よ っ て こ の 類義語反復が行 なわ れ る 場合で あ る 。 こ の 際 ， 類義語 として 用 い

られ る の は ， 上 述の 動植物名 の 場合 と同様 ， 同 じカ テ ゴ リ ーに 属す る他の 固有

名詞 で ある 。 例をあげれば次 の とお りで ある 。

八aH 　noexanH 　Ko 　MaTymKe 　K　KaMeHHo 前 MocKBbl，

KI ｛aMeHHoa ！ldoctfBbl　K 　 xopo6poM 　 flu〃zθbム

　　　　　　　　　　　　　　　（「lo
’
re6Hfl ，　CTP ．419）

ABo 　To 且 6bIハo 」lfit∂8刃 躍 κπ 60raTLI哲

Ala　Bo 　To 師 硼 o　Kope2bt　Bo 　 npoK 朋 Tb 田

A6bl ，fl　 MO 諏OxllOti　60ApHH 皿K）K 　CTe照 HoBHq ．

　　　　　　　　　　　　　　　（rIOTe6HH，　CTP ，419）

こ れ らの 表現に み られ る矛盾は ， 明らか に ， 類義語を持た な い 語彙が類義語反

復の 手法を 自己 目的化 し た 結果 うまれ た もの と考え るべ きで あろ う。 次に こ の

視点か ら
， 民話 に み られ る同様 の 矛盾を 含ん だ 表現に つ い て 考察を すすめ た い

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　4

　ア フ ァ ナ ー シ エ フ の 民話集に は ， 第113話 とし て 《rycH −ne6e2z 　I》 と 題 さ れ

た 民 話が 収 め ら れ て い る （番号 は 1957年版に よる 。 以下 も同様）。 こ の 《ryCb −

・lle6em コ》なる 鳥が具体的 に どの よ うな鳥を意味して い るか は
， 本丈か らは 明ら

か で は ない
。 本交 の 後半 で は ，

こ の 鳥は 単に 《rYCb 》 と よばれ て い る 。 また ソ

ビエ トの 絵本 な どで は ，逆 に しば しば 和 e6eAL 》の 姿に 描か れ て い る の で ある 。

ポ チ ェ ブ ニ
ャ

ーは ， 前節 で検 討 した 明 らか に 異な る動植物名 の 結合 に つ い て ，

超 自然 的な，理 想化 され た 動植物を 暗示 し て い る の だ ろ う， と して お り， 民話

以外 の フ ォ
ー ク ロ ア に もしば しば み られ る こ の 《ryCb −ne6e

，qb》な る 語 結 合

（実際に は ， も っ ぱ ら複数形 で あ らわ れ る）を も同 じカ テ ゴ リーに 属す る もの
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と して い るの だ が〔13：1
， は た して そ うで あ ろ うか 。 検討 して きた 多 くの 類義語反

復 の 例か ら， 筆 者は ，
こ の 語結合 は ， 明らか に 類義語反復 に 由来す る もの で あ

り， それ が実体化 した もの で あ る と考え た い （19− 20ペ ー ジ に あげた ryCb と

ne6enb を 明 らか に 類義語 と し て 取扱 っ て い る例 を参照 の こ と）。 従 っ て 《ryCb −

．ie6enb 》と い う語結合 の 意味は
， それ が 具体的に 何を さすか とい う視点か らで

は な く， 類義語反復 とい う文体論的手法一 般 との 関係か ら考察す べ きで あ る と

筆者 は考 え る 。

　 同 じ視点か ら解 明され うる 同様 の 語結合 の 例を ， 民話 か ら もうひ とつ ひ い て

お こ う。
ア フ ァ ナ ー シ エ フ の 民話集の 第179話に 登場す る 《CHBKO

−6yPKO》（ワ

リア ン トに よ っ て は 《CHBKa −6yPi〈a》）と い う馬 の 名称は ， 異 な る毛 色を 持 つ 馬 の

名称 が結合 され て で きた 合成名詞で あ る が ，
こ の 馬が実際に どの よ うな毛色 を

して い るか は や は り本文か らは 明 らか で は な い
。 しか し こ の 名称が 本文に あ ら

わ れ る の は ，
こ の 馬を よびだ す際 の 言葉 《CHBKo −6ypKo − Bell」mofa 　BopomKo 　t》

に お い て の み で あ り， その 外の 丈章に お い て は ， た だ単 に 《CHBKO 》 と よばれ

て い る こ とを考 える と ，
こ の 名称 も， 馬 に 対す る呼び か け に 際 し て あらわ れ た

類義語反復が実体化 し た もの と考え られ る 。 ダ ー リの 記載で は ，
こ の 呼び か け

は 《CHBKa， 6yPKa，
　 Be 皿 曲 KoyPKa 》 とな っ て お り， 最初の 二 語は ハ イ フ ン で

結ぼ れ て い な い 圓
。

こ れ は 明らか に 同
一

の 対象に異 な る名称で 呼び か け て い る

言葉で あ る 。 と こ ろ で こ こ で 注意す べ きこ とは ，
こ の よ うな表記の 違い に もか

か わ らず ，
フ ォ

〜 ク ロ ア
ー

般 に お い て は ， テ キ ス トは 口頭 で 伝 え られ る もの で

ある か ら ， た とえ ば 《rycb −ne6ellb 》と 《rycb ，
　Jle6e 八b》 との

， また は 《cMBI〈a・

6yPKa》と 《c｝IBI〈a， 6yPica》 との 区別は 事実上 存在しない とい うこ とで あ る 。

即 ち合成名詞的 に ハ イ フ ン で 結合 された表記は
， 既 に 採録者の 判断あ る い は 解

釈を反映 し て い る とい うこ とで あ っ て ， こ の よ うな表記に よ っ て 民話の テ キ ス

トを 読 む読者は ， 必 然 的に 《rycb ・ne6em コ 》 や 《cHBKa −6yPKa》 に つ い て コ ン

マ で 並列 された時 とは異 な る イ メ ー ジを抱 くは ずで あ る 。 こ の よ うな過程に よ

っ て も，
フ ォ

ー ク ロ アー 般に み られ る文体論的な 類義語反復の 手法 は ， イ メ ー

ジ とし て 実体化す る可 能性を は らん で い た とい え よ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5

　最後に ， こ の 類義語 反 復 とい う文体論 的手法 の 機能 と位 置づ けに つ い て 述べ

て お きた い 。 こ の 手法 は ，
ロ シ ア ・ フ ォ

ー
ク ロ ア に一 般的 に み られ る反復 の 手

法が ，語を 単価単位 と し て 意味論 の レ ヴ ェ ル に お い て あ らわ れ た もの とい え る

が ，
こ の 反復 の 手法は 一般的に メ ッ セ ー ジ の 被知覚性 ， 即 ち メ ヅ セ ージ そ の も
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の の 自己表 出性を 高め る機能を持 っ て い る と思わ れ る
。

ヤ ー コ ブ ソ ン は ， 詩的

テ キ ス トに お け る様 々 な レ ヴ ェ ル で の 反 復を 「丈 法 的 パ ラ レ リズ ム 」 の 概念に

よ っ て 統一 的に 捉 え て い る力掴
，

これ は 最初に 紹 介 した シ ク ロ ー フ ス キ イ に よ

る ア ナ ロ ジ ー と基本的 に 一致 す る 。 と こ ろで ヤ ー コ ブ ソ ン の 「交法的 パ ラ レ リ

ズ ム 」 の 概念を支え て い る の は ，
「言語学 と詩学」〔10tに おけ る言 語の 詩的機 能の

概念で ある 。 彼は これ を 次の よ うに 定式化 して い る 。
「詩的機能は 選択軸に お

け る等価の 原理 を結合軸 に 投影す る 。 」こ の 定式 は ， 詩的 言語が ， 体系内に おい

て 範列的に の み 連合 しあ っ て い る音や形式や意昧を ， 連鎖内に お い て連辞的に

再 現す る よ うな構成 を め ざす こ とを意味 して い る。 と こ ろ で 類義語反復 とは ，

意味論的 レ ヴ ェ ル で 連 合 しあ っ て い る語， 即 ち 日常的言語で は 選択され るべ き

語が結合 さ れ る現象で ある か ら ，
ヤ ー コ ブ ソ ソ の 定式 の 一 つ の 具体的 な実現 と

考え られ よ う。 また こ の ヤ ー
コ ブ ソ ン の 定式は第 2 節 で 筆者が こ の 手法に 与 え

た定義 と も一 致す る 。 こ の 視点 に た て ば ， 意味論的な矛盾を ひ きお こ し て い る

類義語反復 も ，
メ ッ セ ー ジ そ の もの の 自己 表出性 を 高め る為 の 手法 とし て 自己

目的化され た もの と解釈 で き よ う。 また
一

般的に フ ォ
ー ク ロ ア に お け る意味論

的反復は ， 以上 の よ うな美的機能 と共 に ，
メ ッ セ ー ジ の 意味論的冗 長 度を高め

る機能を 持 っ て い て ，
こ の 類義語反復の 手法 も， 同様の 機能を に な っ て い る と

考え られ る 。 即 ち こ の 手法は ， 言 い か え に よる情 報 の 確 実化 とい う性 格を持 っ

て お り，

一
種 の メ タ 言 語的操作で あ る 。

こ の こ とは特 に フ ォ
ー

ク ロ ア が 口頭で

伝 え られ る もの で あ る こ と と関係が あ ろ う。 書か れ た テ キ ス トと異 な り， 読み

か えす こ とに よ っ て 情報を確認す る こ と の 不 可能 な フ ォ
ー ク ロ ア の テ キ ス トに

お い て は ， そ の 情報伝 達を確実 な もの に す る為 に ， 意味論の レ ヴ ェ ル に お け る

冗長 度を で きるだけ高め よ うとす る傾 向が必 然的に うまれ るの で ある 。 従 っ て

こ の 視点か らは ， 《ryCI ，
一．le6eAb 》 お よ び 《cvaBKa −6ypKa》 の 如き矛盾 した類義

語反復 も， それぞれ鳥お よび 馬 とい う共通 の 意味素性を強調す る とい う意味に

お い て は ， 同様 の 機能を果 し て い る とい え よ う。 類義語反復 とい う手法 に お い

て ， こ の どち らの 機能 が本質的な もの で あ る か を 決定す る こ とは 困難で あ るが
，

少な くと もこ れ らの 機能 が ヤ ー コ ブ ソ ン の 定式 どお り ， 選択軸の 結合軸 へ の 転

位 とい う方法に よ っ て 実現 されて い る こ とは 事実で ある 。 上 述の よ うに ヤ ー コ

ブ ソ ン は こ の 方法を 詩的言 語一 般 の 法則 とし て定立 した の で あ るが ， 筆者は こ

の 方法は ， む し ろ フ ォ
ー ク ロ ア に お け る丈体論的手法の 一 般法則 とて 定立 され

るべ き必 然性 を持 っ て い る と考え る 。 何故な ら フ ォ
ー ク ロ ア に お い て は ， 閉 じら

れ た 体系一 規範内の 限 定 され た 諸要素の 組合せ に よ っ て新 し い 表現を獲得 し よ
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う とす る 傾向が必 然的に 生 まれ るか らで  
， 選択軸の 結合軸 へ の 転位 とい う方

法 は こ の よ うな フ ォ
ー ク ロ ア の 表現志 向を 満足 させ る最 も容易な文法的手段で

あ るか らで あ る 。 こ の 点 で む しろ規範 か らの 偏差を志 向す る 個人的 な創作 と ，

規範内で の 非 日常的表現を志 向す る フ ォ
ー ク ロ ア とは 決定的に 異 な る［ls）

。

一般

的に フ ォ
ー ク ロ ア が文体論的 レ ヴ ェ ル に お い て 文法的．手段を 最大限に 活用す る

の は こ の 為 で あ る 。

　以 上 ロ シ ア ・ フ ォ
ー

ク ロ ア に お け る類義語反復の 諸相 と そ の 機能に つ い て 論

じて きた が，一 般的に フ ォ
ー ク 卩 ア に お け る丈体論的特徴の 必 然性 は ， 以上 の

よ うに フ ォ
ー ク 卩 ア その もの の 表現の 志向と ， そ の フ ォ

ー ク ロ ア の 表現を具体

的 に 規定す る所与 の 言語 の 構造 との 相関に よ っ て か な りの 程 度 まで 客観的に 解

明で きる もの と思わ れ る 。 こ の 意昧か ら ロ シ ア ・ フ ォ
ーク P γ に お け る 文体論

的問題 は ， 美学的 ， 情報論的 問題 の み な らず ロ シ ア 語 学一 般 に も多 くの 問題を

提起す る もの と思 わ れ る の で あ る
。

注（1） 田 1研 oBcKH 負 B・
，　CBfi3b　 npHeMoB 　 clo冫KeTOcLIO ＞1〈eHHH 　 c　 o6 皿 HMH 　HpHeMaMH

　　cTHJIfi．一一B　I〈H ．； OTeopHH 　IIpo3bl ，　M ・
，
1925．

　（2） 叙 情歌 の ジ ャ ン ル で そ れ を 試 み た も の と し て
， 拙稿 「

．
民謡 1こ お け る音楽 と言語」

　　（早大大学 院 文学 研究科 紀 要　別 冊 1，1975） が あ る 。

　（3）　CM．　 AxMaHoBa 　O・
，　CπoBapb 　tlHHrBHcTMtleCKHx 　TepMHHoB ， 1＞L，／96．6，　 cTp ．

　 　 407．

　（4）　Katz 　J，，　 Analyticity　and 　Contradiction　in　 Natural 　 Language −一一一in　： Fodor

　　J．，Katz　J，（ed ．），　 The 　Structure　 of 　 Language ，　 Readings　in　the　Philosophy

　　Qf　Language
，
　 New 　Jersey， 1964，

　p，532．

　（5）　CM ．　EBreHbeBa 　A ．
，　OqepKpl　no 　A3blKY 　pyccKoti　ycTHota　 neg3Hva 　B　3arrHcfix

　　XVII − XX 　BB ．，∬．，1963，　cTp ．254− 256．

　（6） 平行 的な 詩 行 に おけ る類義語 反 復 に つ い て は ，EBreHbeBa　 A ．
，　 YI〈．　 cou ．

，　 cTp ．

　　277− 281 を 参照 。 また 以 下 の 実 例 の 引1醤に 際 し て は ，そ の 出典 を 次の 略号 で 示す 。

　　EBreHbeBa −一一EBreHbeBa 　 A ・
，　 yK・coq ・； MくyKoB

− CnoBapb 　PYccKHx　 nocJloBla 皿

　　HnoPoBopol 〈，　CocTaBHJI　B・｝KyKoB，1＞t’，1966；KpaB旺oB − PyccKoe 　Hapo 八Hoe

　　IlogTHqecKoe 　TBopLJecTBo ，　XpecToMaTHst ，　noA 　peAal〈llze負 Ilpo Φ・H ．　KpaBuoBa，

　　M ．， 1971； OccoBel．uくHth− OccoBemmrt　M ．　CTHJIHcT｝lqecKHe ΦyllK翼HH 　HeKoTo −

　 pblx　cy （むΦHIくcoB 　HMeH 　cy 珥 ecTBHTe πbHblx 　B　pyccKo且 Ilapo πHo 員 πHpHqecKo 螽

　　necHe − Tpy皿bi　HHcTHTyTa　fi3blKo3HaHHfi 　AH 　CCCP ，　T ．7，　M ．1957；noTe6Hfi−

　 noTe6H 兄 A ．，　M33an 珮coK 　no 　pyccKo益 rpaMMaTvlKe ，　T ．　III，　M ，， 1968；HpoHn −

　 nponu 　B．（peA．），　 HapoAHI ）le　；IHpFIHecl 〈Me 　necuH ，　 JI．， 1961 ； Pbl6HHKoB −

　 HecHH ，　co6paHHble 　rL　H ・Pbl6HHKoBblM ，　T ．3．　 H3AaHHe 　BTopoe ，　M ．，1910．

　（7） 民 話 の 冒頭 に お け る 類義語 反 復 は ，他 の フ ォ
ー

ク 卩 ア の ジ ャ ン ル に お け る そ れ と
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　 は 異 な る 機 能を も持 っ て い る 。 民話 の 胃頭交 は ，既知 の 情報を 前提 とす る こ とが で

　 きな い か ら ， こ れを 補 うた め に 実質的 に は 意味 の な い
， 存在 を示 す動詞や 状況語が 文

　頭 に た つ 傾向が あ り， し ば し ば 反 復 され る 。
こ れ は 言 語 の 違 い を こ え て 広 く民話一一一一

　般 に み ら れ る 傾 向 で あ っ て ， 独 立 し た 研究 に 値 し よ う。 マ テ ジ ウ ス は， こ の 現象を

　 シ ソ タ ッ ク ス の 問題 と し て 扱 っ て い る 。从 aTe3Hyc 　B．
，　O　TaK 　Ha3blBaeMoM 　al｛Ty −

　 aπbHoM 　q刀eHeHHH 　HPe ／IJ【O ＞KeHHfl − B　KH ・：KoHnpa肛loB 　H ・（peA・），　rlpa＞KcKHth

　JIHHrBHCTHqeCKHi ・I　 I〈PY＞KOK ，　 M ・
，
1967・

（8）　 こ れ ら の 類義語 反復 に は
， 音 韻論的 に も動機 づ け られ て い る もの が 少 な くな い 。

　 例 え ば 名 詞 ｝こ お い て は 　 ・

　　　 ifavz泥 na ”Jta 刀 彭Ma ，　 mpa θα
’Jtypa8a

　 動詞 に お い て は

　　　 可e匿ye叨
’♂％κ ノ2y θ”z

　 　 　 UlamaenecffF ／f・toneaemcff

　　　 celo −86〜10，
　Vfou2 −6う〃z

　 同時 に 音 韻反 復 を も構 成す る こ れ らの 類義語反 復に お い て 特徴 的 な こ と は
， 唇音 を

　 語 頭 に 持 つ 語 が 必 ず後 鷹 さ れ る と い う こ と で あ る 。 ヤ ー コ ブ ソ ソ は こ の 現象 を，

　κ04 π∂a −Monff ∂a ， 2丿cnu −ntycnu とい っ た音韻反復 の 為 の 造語か ら の 類推 に よ る も

　 の と し て い る 。 CM ．兄Ko6coH 　 P．，　 HoBefiiuafi　 pyccKafi　 noe3HH ，　Hpara ，
ユ921

，

　 CTP ・55− 56・

（9）　1
’
loTe6Hfl　 A ．

， レ133affHcol〈 no 　pyccKo苴 rpaMMaT 」aKe
，　T ・III， ！bvT・・ 1968 ；CM・

　EBpeHheBa　 A りyl〈．　 coq ．，　 cTp ．255− 256．

  　た とえ ば 卩 一 ト マ ン は ，現 代 語で は 類 義語 と み な さ れ て い る 《qec
’rb》と 《c．rraBa 》

　 が ， キ ーエ 7 ・卩 シ ア 時 代 に お い て は む し ろ 封建 制 内部 の 階級的対 立 を 反 映 した 反

　 義 語で あ っ た こ とを 論 じて い る 。 JIQTMaH　IO．，060nrIo3 目 1照 H 《qecTb 》
一
《cnaBa 》

　 BcBeTcKHx 　 TeKcTax 　 KMeBcKoro 　 nepHo 双a −−TpyAbl　 Bo 　3Hai 〈oBblM 　cMcTeMaM ，

　III
，　 TaPTy ，

1967 ； こ れ ら対 を な す類 義語及 び 反 義語 は
， 文 体論 的 レ ヴ ェ ル の み な

　 らず作 品全体 の 構造 に お い て も重 要 な 役割を 果 た し て い る 。

一一般 的 に 類 義 語 と反義

　 語 の 関係は 意味論 の 構造 化 に 対 し て 重 要な 問 題 を 提起 す る が
，

グ V マ ス の r構造的

　 意味論』 は ，
こ の 問 題 を プ ロ ッ プ に よ る 民

．
話 の ，レ ヴ ィ

＝ ス ト ロ ース に よ る 神話 の 構

　 造分析 との 相 関 に お い て 扱 っ て い る 点 で 注 国 さ れ る 。 Greimas 　 A
，　 S6mantique

　 structurale ，
　 Recherche　 de　 m6thode ，

　 Paris
，
1966．

  　こ の 視点 か らは ， 卩 シ ア ・フ ォ
ー ク 卩 ア に お け る

，
ポ チ ェ ブ ニ

ャ
ー

の い わ ゆ る

　 《dvandva 》 と類 義語反 復 の 二 つ の カ テ ゴ リ ーは 統
一

的 に 扱 うべ ぎ で あ ろ う 。 な お

　 ポ チ ェ ブ ニ ャ
ーが 限 定合成 語 と し て あ げ て い る も の の 中 に は

， 類義 語 反 復 と し て 扱

　 うべ ぎ も の が 多 い 。 ポ チ ェ ブ ニ
ャ

ー
の こ の 現 象 の 取 扱 い 方 は ，一貫 し て 歴 ．史的 ・発生

　 論 的 で ある 。 　ま た ロ シ ア 語一般に お け る 並列合成 語 に 関 し て は ， MO 」loll．IHafi 　 T．
，

　 1］〔ByxKoMnoHellTHble 　cy6cTaHTuBHble 　o6pa30BaHPIfi 　aHHo3 財丁 ｝｛BHoro 　THua

　 B　cJlaB顕 HcKHx 　fi3blKax
− B　KII・：　CTpyKTypHo

−TH 員 o諏 orH ｛｛ecKHe 　Mcc ．leAoBaHHSI

　 Bo6Jiac
，
rM 　rpaMMaTHKH 　c．laBfiHcKHx 　H3blKoB ，　M ．

，
1973 を 参照 。

一 24 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

  　同様の 矛盾を 含む 動植物名の 反 復 の 例に つ い て は ，OccOBeエLKHti　 M．
，　 yK．　coq ．

，

　CTP ．495− 497 参照 。

  　noTe6HH 　A ・
，　YI〈・cotl・，　cTp ・421 − 422・な お 民話 に お け る 《rycb −，πe6e 双b 》 の イ

　　メ ージ に つ い て は ，内 田莉 莎子訳 『バ ーバ ・ヤ ガ ー一の 白 い と り』 福膏館 書店 1973 の

　　訳 者解説 を 参照 の こ と 。

Oφ　丑aJIb　B．，　 ToJIKoBb山　c，ifoBapb 　冫1〈MBoro 　BeJlpll ｛opYccKol ・o　∬ 3blKa ，　 BTopoe

　H3 双aHHe ，　 TT ．1− 4
， 赫 ．， 1880− 1882

，　T ．4 ，　 cTp ．180．な お 0 》KeroB の 記載 で は
，

　《cHBKa −6ypKa 》　（ON くeroB 　C り　CJloBapb　PYccKoPo　sl3bll｛a ，　H3 八aHHe 　八 eB 兄Toe ，

　M ．
，

1972
， cTp ．658） で あ り ，

　 ylllal｛oB 　の 記 載で は 《CHBKa ， 6yPI｛a ，　 BeLIIafl

　KaypKa 》（ToJIKoBbl亘 cnoBapb 　pyccKoro　 fi31）IKa ，　 IloA　 peA．　 JI［・ylllal〈oBa ，　TT ・

　　1− 4，M ．，1935− 40，　 T．4，　 cTJI6 ． 171） で あ る 。 な お ｛TloBmKoB 　 H．，06pa3bI

　BocToqHoc πaBHHcKo 苴 Bonllle6HoR 　cKa3Kn ，．JI．，1974，　cTp ．155を 参照 の こ と。

  　 こ の 概 念 に 関 し て は ， Jakobson　R ．　Grammatical 　parallelism　and 　its　Russian

　facet− 《Language 》，
42

， 1966；Poetry 　of　 Grammar 　and 　Grammar 　of　Poetry −

　《Lingua》，21，1968 を 参照 。

  　Jakobson　R ．，　Linguistics　and 　poetics− in： Sebeok 　T ．（ed ．），　 Style　in　Lan −

　 guage ，
　N ．　Y ．， 1960．

  　 こ れ は い わ ば レ ヴ ィ ＝ ス ト ロ ース が 「プ リ コ ラ ージ ュ 」 と よ ん だ も の の 言 語芸 術

　　に お け るあ らわ れ で あ る 。
レ ヴ ィ ＝ ス ト ロ ース 『野生 の 思 考』 大 橋保夫 訳 　み す ず

　 書房　 1976年， 26− 41 ペ ージ 参照 。

  　こ の 点 に 関 し て は ，
Bogatyrev 　P ．，　Jakobson　R ．，　Die　Folklore　als　eine 　besondere

　Form 　 des　 Schaffens （1929）− in ： Jakobson　 R ．
，
　 Selected　 Writings

，
4

，
　 The

　Hague ．paris，1966 を 参 照 。
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